


新たな６次産業の創造へ
果敢に挑戦！

─３月25日 小谷城スマートインターチェンジオープン─

小谷城スマートインターチェンジの概要
　路　線　名　北陸自動車道
　連 結 位 置　湖北町山脇・小谷丁野地先
　接 続 道 路　福井方面：一般県道郷野湖北線
　　　　　　　米原方面：一般県道丁野虎姫長浜線
　形　　　式　本線直結型フルランプ形式
　利用可能車種　ETC車載器を搭載した全車種
　計画交通量　2,000台/１日
　全体事業費　約32億円

　
３
月
25
日
、
い
よ
い
よ
小
谷
城
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
小
谷
城

S
I
C
）
が
開
通
し
ま
す
。

　
市
内
に
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
設
置

さ
れ
る
の
は
、
昭
和
55
年
に
長
浜
と
木

之
本
に
設
置
さ
れ
て
以
来
、
実
に
37
年

ぶ
り
。
十
数
年
に
お
よ
ぶ
要
望
活
動
な

ど
が
実
っ
た
市
民
待
望
の
開
通
で
す
。

　
開
通
に
よ
り
、
利
便
性
の
向
上
は
も

ち
ろ
ん
、
観
光
・
産
業
振
興
、
救
急
・

医
療
体
制
の
強
化
、
災
害
時
の
新
た
な

避
難
経
路
の
確
保
、
地
域
間
の
交
流
促

進
・
連
携
強
化
な
ど
の
効
果
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　
計
画
地
周
辺
の
活
性
化
策
で
は
、
大

型
商
業
施
設
や
大
型
物
流
拠
点
の
誘
致

に
よ
る
地
域
振
興
な
ど
を
幅
広
く
検
討

し
ま
し
た
が
、
周
辺
の
商
圏
人
口
が
小

さ
い
こ
と
、
周
辺
が
優
良
な
農
地
で
あ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、「
農
業
」
を
軸
に

地
域
の
農
林
水
産
物
を
有
効
活
用
し
新

し
い
産
業
や
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
す
拠

点
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
の
具
現
化
に
向
け
、「
小
谷
城

S
I
C
周
辺
６
次
産
業
化
拠
点
構
想
懇

話
会
」
を
設
置
し
、
議
論
を
重
ね
て
い

ま
す
。
こ
の
特
集
で
は
事
業
化
に
向
け

た
検
討
状
況
を
お
伝
え
し
ま
す
。

インター名称に
「城」が使われるのは、

全国初!!
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懇
話
会
で
は
、
拠
点
整
備
の
理
念
を
「
先

人
が
築
き
上
げ
た
湖
北
の
「
農
」
を
、
次
の

世
代
・
産
業
へ
と
繋
ぐ
」
と
し
て
ま
と
め
、

現
在
皆
さ
ん
の
健
康
な
生
活
実
現
な
ど
の
た

め
の
拠
点
整
備
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
ま
す
。

　
湖
北
地
域
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
活

性
化
さ
せ
る
こ
と
は
大
き
な
課
題
で
あ
り
、

産
業
を
守
り
育
て
る
た
め
に
は
、
農
林
漁
業

者
の
所
得
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
の
仕
組
み
の
一
つ
と
し
て
提
唱
さ
れ
て
い

る
の
が
「
６
次
産
業
化
」
で
す
。

　
長
浜
市
が
め
ざ
す
の
は
、
農
・
商
・
工
が

連
携
し
、
市
の
強
み
で
あ
る
バ
イ
オ
技
術
・

産
業
を
最
大
限
に
活
か
す
「
ま
ち
全
体
で
取

り
組
む
〝
新
〟
６
次
産
業
化
」
で
す
。

小
谷
城
S
I
C
周
辺
６
次
産
業
化
拠
点
構
想

の
方
向
性

　
誰
も
が
理
想
と
す
る
「
健
康
的
な
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
」
の
も
と
と
な
る
の
は
「
食
」。

そ
れ
を
生
み
出
す
の
は
「
農
」
で
す
。

　
小
谷
城
S
I
C
の
利
便
性
を
生
か
し
そ
の

周
辺
に
、
市
内
産
の
農
林
水
産
物
を
50
％
以

上
扱
う
６
次
産
業
化
拠
点
施
設
を
整
備
し
、

市
内
産
物
の
生
産
、
活
用
を
促
進
し
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
バ
イ
オ
技
術
や
湖
北
の
美
し

い
景
観
、
歴
史
の
重
み
を
感
じ
る
風
土
、
環

境
に
優
し
い
市
民
意
識
を
生
か
し
た
ア
グ

リ
ビ
ジ
ネ
ス
産
業
が
集
積
す
る
「
健
康
的
な

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
支
え
、
リ
ー
ド
す
る
地

域
・
産
業
拠
点
」
を
め
ざ
し
ま
す
。

拠
点
施
設
に
必
要
な
機
能

①
作
る
︵
生
産
拠
点
機
能
︶

　
バ
イ
オ
技
術
も
活
用
し
つ
つ
、
食
生
活
や

暮
ら
し
の
面
で
健
康
増
進
に
寄
与
す
る
農
林

水
産
物
の
生
産
増
強
を
図
る
。

②
高
め
る
︵
価
値
創
造
機
能
︶

　
市
内
で
生
産
さ
れ
た
農
林
水
産
物
を
集
積

し
て
付
加
価
値
を
高
め
、
廃
棄
を
減
ら
す
。

③
商
う
︵
物
流
拠
点
機
能
︶

　
小
谷
城
S
I
C
の
利
便
性
を
活
か
し
て
、

市
産
の
商
品
と
そ
れ
を
求
め
る
顧
客
を
呼
び

込
み
、
商
流
を
創
り
出
す
。

④
交
わ
る
︵
人
材
交
流
機
能
︶

　
小
谷
城
S
I
C
の
来
訪
者
を
市
内
各
所
に

誘
導
し
、
観
光
・
交
流
を
促
す
。

【
６
次
産
業
化
】

　
農
林
漁
業
の
従
事
者
（
１
次
産
業
）
が
、
生
産
物

の
付
加
価
値
を
生
み
出
す
た
め
に
、
農
畜
産
・
水
産

物
の
製
造
だ
け
で
な
く
、食
品
加
工
（
２
次
産
業
）
や
、

流
通
・
販
売
（
３
次
産
業
）
な
ど
の
産
業
へ
挑
戦
・

参
入
し
、
農
山
漁
村
の
経
済
を
豊
か
に
し
て
い
こ
う

と
い
う
考
え
方
で
す
。

商う 広める交わる

高める
作る 育む

人・技術が各地域から集まる
生産物・商品を
全国・世界へ

農林水
産物が

市内か
ら集ま

る
観光客が全国から集まる

観光客を
市内各地へ

人材交流機能

価値創造機能

物流拠点機能
情報発信機能

人材育成機能
生産拠点機能

小谷城SIC

長
浜
市
が
め
ざ
す

　〝
新
〟６
次
産
業
化
と
は

⑤
広
め
る
︵
情
報
発
信
機
能
︶

　
健
康
志
向
で
先
進
的
な
長
浜
ス
タ
イ
ル
を

発
信
し
て
、
来
訪
者
を
増
や
す
。

⑥
育
む
︵
人
材
育
成
機
能
︶

　
市
内
外
か
ら
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
の
担
い
手

を
呼
び
込
ん
で
、
育
成
す
る
。

野菜加工工場

農業体験

〈拠点のイメージ〉

地元野菜を使ったレストラン
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安
全
・
安
心
な
バ
イ
オ
技
術
を
核
に

産
学
官
が
連
携
し
て
推
進
し
ま
す

バ
イ
オ
の
ま
ち
　
長
浜

　
６
次
産
業
化
を
実
現
す
る
た
め
に
最
初
に

必
要
と
な
る
農
林
水
産
物
の
生
産
。
い
ま
、

そ
れ
を
支
え
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
技
術

が
「
バ
イ
オ
技
術
」
で
す
。
バ
イ
オ
技
術
の

農
業
分
野
へ
の
展
開
は
早
く
か
ら
進
ん
で
お

り
、
土
作
り
か
ら
品
種
改
良
・
開
発
な
ど
に

お
い
て
、
す
で
に
欠
か
せ
な
い
技
術
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
日
本
初
・
日
本
唯
一
の
バ
イ
オ
系
単
科
大

学
で
あ
る
長
浜
バ
イ
オ
大
学
や
、
バ
イ
オ
分

野
で
の
事
業
創
出
を
め
ざ
す
長
浜
バ
イ
オ
イ

ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
長
浜

は
、
バ
イ
オ
分
野
の
集
積
地
と
も
い
え
る
ま

ち
。
農
業
分
野
の
研
究
も
盛
ん
に
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
長
浜
の
強
み
で
あ
る
最
先
端
の
バ
イ
オ
技

術
で
、
長
浜
で
し
か
生
み
出
す
こ
と
が
で
き

な
い
魅
力
的
な
商
品
の
生
産
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

バ
イ
オ
関
連
企
業
を
育
む
取
組

　
市
や
大
学
、
経
済
団
体
等
で
つ
く
る
「
長

浜
バ
イ
オ
ク
ラ
ス
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
で

は
、
平
成
24
年
か
ら
、
長
浜
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
（
N
A
S
T
）を
組
織
し
、

市
内
で
バ
イ
オ
関
連
事
業
に
取
り
組
む
企
業

の
技
術
的
支
援
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
長
浜
に
は
、
バ
イ
オ
技
術
を
使
っ
て
長
浜

ら
し
さ
を
生
み
出
す
取
り
組
み
を
支
援
し
、

育
む
土
壌
が
あ
り
ま
す
。

　小谷城SICの開通は、長浜ブラン

ドを外に発信できるチャンスです。

　そのためには、小谷城SIC周辺だけでなく、長浜全体、

もっと広域に目を向け、大きな視点でまちづくりを進め

るべきでしょう。６次産業拠点整備となると供給するこ

とばかりに目が行きますが、広報戦略を含めて需要を喚

起しなければ長くは続きません。

　私は、栄養価の高い尾上菜など長浜の伝統野菜に着目

しています。調べてみると尾上菜は栽培が難しく、現在

では数件の農家で栽培されているだけのようです。本学

では、地域貢献のため尾上菜について最先端バイオで研

究し、その情報を地域に提供することで、尾上菜をブラ

ンド化したいと考えています。「地域が繋いできた伝統野

菜がバイオの力で復活、発展した。」となれば、このこと

自体も注目されるポイントと成り得ます。

　これを足がかりに小谷城SICが生かせれば、長浜の可

能性は無限の広がりを見せることとなるでしょう。
問　長浜バイオインキュベーションセンター
　　☎65－8808

長
浜
・
新
６
次
産
業
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
〜
小
谷
城
S
I
C
か
ら
始
ま
る

　
　
　
　
新
た
な
６
次
産
業
化
へ
の
挑
戦
〜

　
長
浜
な
ら
で
は
の
新
し
い
「
農
」
の
可
能
性

に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
す
。

【
と
　
き
】
３
月
18
日
（
土
）
14
時
〜
16
時

　
　
　
　
　（
受
付
13
時
30
分
〜
）

【
と
こ
ろ
】
湖
北
文
化
ホ
ー
ル（
湖
北
町
速
水
）

【
参
加
費
】　
無
料

【
内
　
容
】

● 

小
谷
城
S
I
C
周
辺
６
次
産
業
化
拠
点
構
想

の
検
討
状
況
に
つ
い
て

　 

長
浜
市
産
業
観
光
部
　
産
業
観
光
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
担
当
官
　
中
田
　
重
樹

● 

６
次
産
業
化
に
よ
る
地
域
活
性
化
事
例
と
長

浜
市
に
お
け
る
展
開
の
考
察

　
O
K
B
農
林
研
究
所 

所
長
　
笠
井
博
政 

氏

●
地
域
で
食
農
産
業
を
興
す
！

　
│
地
域
の
皆
様
が
主
体
と
な
る

　
　﹁
元
気
に
な
る
農
業
﹂へ
の
取
り
組
み
│

　
ヤ
ン
マ
ー
ア
グ
リ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役
　
橋
本
　
康
治 

氏

【
申
込
み
】  

①
氏
名
②
団
体
（
会
社
）
名
③
役

職
④
住
所
⑤
電
話
番
号
⑥
F
A
X

番
号
⑦
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記
入

し
、
３
月
15
日
（
水
）
ま
で
に
電
話
、

F
A
X
で
左
記
ま
で
。

問
合
せ
・
申
込
み

　（
一
社
）
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
研
究
会

　
☎
６
５

－

８
８
０
８

　

６
５

－
８
８
５
８

可能性の広がりを期待
長浜バイオ大学次期学長　蔡晃植さん
（長浜アカデミックサポートチーム）
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小谷城SIC開通記念イベントなどの紹介

６
次
産
業
化
拠
点
整
備
に
向
け
て

　
小
谷
城
S
I
C
周
辺
約
52 

ha
（
図
１
）は
、

昨
年
12
月
の
都
市
計
画
区
域
の
再
編
に
よ

り
、
特
定
用
途
制
限
が
設
け
ら
れ
地
域
産
業

誘
導
地
区
と
し
て
、
周
辺
と
の
調
和
に
配
慮

し
な
が
ら
、
地
域
の
雇
用
を
支
え
る
地
域
産

業
拠
点
と
し
て
の
土
地
利
用
が
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
実
際
に
整
備
す
る
た
め
に
は
、
地
元
、
地

権
者
の
理
解
は
も
ち
ろ
ん
、
計
画
に
賛
同
す

る
企
業
の
誘
致
、
国
の
計
画
認
定
な
ど
が
必

要
と
な
る
た
め
、
具
体
的
な
拠
点
整
備
に
は

時
間
を
要
し
ま
す
。

　
小
谷
城
S
I
C
活
用
の
核
と
な
る
農
業
だ

け
で
な
く
、
周
辺
の
史
跡
や
文
化
、
施
設
等

を
活
か
し
、
観
光
や
商
業
な
ど
市
内
全
域
に

大
き
な
効
果
を
生
み
出
す
た
め
の
拠
点
整
備

を
め
ざ
し
ま
す
。

【
図
１
】

①小谷寺（旧常勝寺）、②大井観音堂、③小谷丁野観
音堂、④常楽寺の観音像が、この開通にあわせ、安
全祈念のため公開されます。
日時　①３月25日（土）、26日（日）　10時～15時
　　　②４月１日（土）、２日（日）　10時～12時
　　　③４月15日（土）、16日（日）　10時～15時
　　　④４月22日（土）、23日（日）　10時～12時
※時間は両日とも。拝観料要

開催期間　３月25日（土）
　　　　　～５月26日（金）
休 館 日　毎週火曜、火曜が祝日
　　　　　の場合翌日の水曜
開館時間　９時30分～17時
入 館 料　高校生以上300円、
　　　　　小学生以上150円
● 入館券をもって、浅井三姉妹の郷、湖北水鳥ステーションに行くと
先着1000名様に開通記念のピンバッチプレゼントがあります。

小谷城SICの開通に合わせて、農産物直売所、自
然薯レストランなどを備えた施設がグランドオー
プン。25日（土）、26日（日）は、抽選会や野
菜詰め放題など楽しいイベントも開催されます。

小谷城SIC安全祈念　湖北の秘仏特別公開 小谷城戦国資料館特別企画展

道の駅　浅井三姉妹の郷　グランドオープン！

３/25
（土）

「戦国聖地マップ」入館者
先着500名様プレゼント

ピンバッチ

小谷城SIC
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交
通
災
害
共
済
と
は
、
県
民
一
人
ひ
と
り

が
掛
金
を
出
し
合
い
、
交
通
事
故
に
遭
わ
れ

た
人
に
見
舞
金
を
お
く
る
た
め
、
県
内
全
市

町
で
構
成
す
る
共
済
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
人

・
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
人

・
市
内
の
事
務
所
、
事
業
所
、
学
校
等
に
勤

務
ま
た
は
在
学
し
て
い
る
人

共
済
掛
金

　
１
人
５
０
０
円

※
年
度
途
中
の
加
入
で
も
同
額
で
す
。

加
入
申
込
期
間
・
申
込
場
所

◎
４
月
28
日
（
金
）
ま
で
〈
平
日
の
み
〉

　
滋
賀
銀
行
、
大
垣
共
立
銀
行
、
長
浜
信
用

金
庫
、
関
西
ア
ー
バ
ン
銀
行
、
Ｊ
Ａ
レ
ー
ク

伊
吹
、
Ｊ
Ａ
北
び
わ
こ
の
市
内
各
本
支
店
、

郵
便
局
（
県
内
に
限
る
）

◎
５
月
１
日
（
月
）
以
降
〈
平
日
の
み
〉

　
市
民
活
躍
課
（
西
館
３
階
）、
北
部
振
興

局
地
域
振
興
課

※
支
所
で
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

共
済
期
間

　
平
成
29
年
４
月
１
日
〜

　
平
成
30
年
３
月
31
日

※
途
中
加
入
の
場
合
は
、
加
入
日
の
翌
日
か

ら
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
が
共
済
期
間

と
な
り
ま
す
。

加
入
手
続
き

　
加
入
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
人

数
分
の
掛
金
（
現
金
）
を
添
え
て
申
込
み
く

だ
さ
い
。

※
口
座
振
替
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
の
取
扱
い
は
で
き

ま
せ
ん
。

支
給
対
象
事
故

　
国
内
の
一
般
道
路
に
お
い
て
、
自
転
車
、

バ
イ
ク
、
自
動
車
等
の
運
転
中
に
発
生
し
た

事
故
（
自
損
事
故
を
含
む
）
ま
た
は
、
運
転

中
の
こ
れ
ら
の
車
両
に
接
触
ま
た
は
轢
か
れ

た
交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
が
対
象
。た
だ
し
、

共
済
期
間
内
に
発
生
し
た
事
故
に
限
り
ま

す
。
な
お
、
酒
酔
運
転
、
無
免
許
運
転
、
そ

の
他
故
意
ま
た
は
重
大
な
過
失
に
よ
る
場
合

等
に
は
見
舞
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

平
成
29
年
度
滋
賀
県
交
通
災
害
共
済

加
入
申
込
受
付
が
始
ま
り
ま
す問

市
民
活
躍
課（
☎
６
５

－

８
７
２
２
）

大
切
な
お
知
ら
せ

　
交
通
災
害
共
済
は
平
成
29
年
度
が
最

終
募
集
と
な
り
ま
す
。

交通災害共済イメージ
キャラクター「こうくん」

交
通
事
故
な
ど
で
保
険
診
療
を
受
け
る
場
合

届
出
を
お
願
い
し
ま
す

問
保
険
医
療
課（
☎
６
５

－

６
５
２
７
）

　
交
通
事
故
な
ど
第
三
者
（
加
害
者
）
の
行

為
に
よ
っ
て
受
け
た
ケ
ガ
や
病
気
の
治
療
費

（
医
療
費
）
は
、
本
来
加
害
者
が
負
担
す
べ

き
も
の
で
す
が
、
届
出
に
よ
り
保
険
診
療
や

福
祉
医
療
費
の
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
こ
の
場
合
、
保
険
者
が
一
時
的
に
医
療
費

を
立
て
替
え
、
後
日
加
害
者
に
請
求
し
ま
す

の
で
、
警
察
署
と
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高

齢
者
医
療
、
福
祉
医
療
の
窓
口
（
保
険
医
療

課
）
ま
で
、
す
ぐ
に
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
届
出
に
必
要
な
も
の
】

・
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届

・
事
故
発
生
状
況
報
告
書

・
念
書

・
被
保
険
者
証
（
福
祉
医
療
費
受
給
券
）

・
印
鑑

・
交
通
事
故
の
場
合
は
事
故
証
明
書

　
　
　（
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
発
行
）

【
次
の
場
合
も
第
三
者
行
為
で
す
】

・
自
転
車
同
士
の
事
故

・
暴
力
行
為
に
よ
る
ケ
ガ

・
飲
食
店
で
の
食
中
毒

・
他
人
の
犬
に
か
ま
れ
た
　
　
な
ど

【
注
意
点
】

　
加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け
取
っ
た
り
、

示
談
で
済
ま
せ
た
り
す
る
と
、
保
険
診
療
に

よ
る
治
療
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
加
害
者
に
請
求
す
る
分
に
つ
い
て
、
当
事

者
双
方
で
請
求
し
な
い
旨
の
示
談
を
行
う
と

保
険
者
が
加
害
者
に
請
求
で
き
な
く
な
り
、

被
害
者
自
身
に
負
担
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
保
険
診
療
な
ど
を

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

・
勤
務
中
や
通
勤
途
中
で
の
事
故

　
　
　
　
　
　（
労
災
保
険
の
対
象
）

・
不
法
行
為
に
よ
る
事
故

　
　
　
　
　
　（
飲
酒
運
転
な
ど
）
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都
市
計
画
区
域
再
編
や
豊
公
園
再
整
備
基
本
計
画
策
定

に
伴
い
、
長
浜
市
み
ど
り
の
基
本
計
画
の
一
部
改
定
案
を

取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

【
募
集
期
限
】
３
月
21
日
（
火
）

【
閲
覧
場
所
】
担
当
課
、市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
〈
東
館
１
階
〉、

北
部
振
興
局
、
各
支
所
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【
提
出
方
法
】
任
意
の
様
式
に
①
住
所
②
氏
名
③
電
話
番
号

を
明
記
し
、
直
接
ま
た
は
郵
送
（
消
印
有

効
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
担

当
課
ま
で
。

問
合
せ
・
提
出
先

　
都
市
計
画
課
〈
東
館
２
階
〉

　
〒
５
２
６

－

８
５
０
１
　
八
幡
東
町
６
３
２

　

６
５

－

６
７
６
０

　
*to

sh
ikei@

city.n
agah

am
a.lg.jp

　
地
域
で
防
犯
活
動
や
交
通
安
全
推
進
活
動
に
従
事
し
て

い
る
人
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
と
　
き
】
３
月
19
日
（
日
）
10
時
〜
12
時

【
と
こ
ろ
】
浅
井
文
化
ホ
ー
ル
（
内
保
町
）

【
内
　
容
】
防
犯
・
交
通
安
全
の
現
況
つ
い
て

【
講
　
師
】
長
浜
警
察
署
員
、
木
之
本
警
察
署
員

※
詳
し
く
は
担
当
課
ま
で
。

　
原
動
機
付
自
転
車
や
軽
自
動
車
等
に
対
す
る
軽
自
動
車

税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
で
車
両
を
所
有
（
登
録
）
し

て
い
る
場
合
に
１
年
分
か
か
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
４
月

２
日
以
降
に
廃
車
や
名
義
変
更
さ
れ
て
も
、
月
割
や
減
額

の
制
度
は
な
く
、
そ
の
年
度
分
の
税
金
を
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
廃
車
の
手
続
き
が
必
要
な
場
合

①
車
両
を
他
人
に
譲
渡
、
ま
た
は
売
買
し
た
と
き

②
故
障
な
ど
で
車
両
を
廃
棄
、
ま
た
は
解
体
し
た
と
き

③
車
両
が
盗
難
に
あ
っ
た
と
き

④
市
外
に
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

⑤
所
有
者
ま
た
は
使
用
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き

【
廃
車
の
手
続
き
先
】

◆
長
浜
市
ナ
ン
バ
ー
の
原
動
機
付
自
転
車

小
型
特
殊
自
動
車

税
務
課
、
北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課
、
各
支
所

◆
滋
賀
ナ
ン
バ
ー
の
普
通
自
動
車

１
２
５
cc
を
超
え
る
２
輪
車

滋
賀
運
輸
支
局
（
守
山
市
木
浜
町
）

（
☎
０
５
０
ー
５
５
４
０
ー
２
０
６
４
）

◆
滋
賀
ナ
ン
バ
ー
の
軽
自
動
車
（
３
輪
・
４
輪
）

軽
自
動
車
検
査
協
会
滋
賀
事
務
所
（
守
山
市
木
浜
町
）

　（
☎
０
５
０
ー
３
８
１
６
ー
１
８
４
３
）

　
転
入
・
転
出
、
転
居
な
ど
住
民
異
動
が
多
い
３
月
、
４

月
の
日
曜
日
（
３
日
間
）
に
、
次
の
と
お
り
窓
口
を
開
設

し
ま
す
。
平
日
に
来
庁
で
き
な
い
人
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

【
開
設
日
・
場
所
】

　
３
月
19
日
（
日
） 

市
民
課

　
３
月
26
日
（
日
） 

市
民
課

　
　
　
　
　
　
　
　
北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課

　
４
月
２
日
（
日
） 

市
民
課

【
開
設
時
間
】
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

【
取
扱
業
務
】

①
転
入
・
転
出
・
転
居
な
ど
の
住
民
異
動
届
と
そ
れ
に
伴

う
諸
手
続
き
（
国
民
健
康
保
険
、
児
童
手
当
、
福
祉
医

療
受
給
資
格
等
）

②
戸
籍
謄
抄
本
、
住
民
票
、
印
鑑
登
録
証
明
書
等
の
交
付

※
広
域
交
付
の
住
民
票
な
ど
、
一
部
取
扱
い
で
き
な
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

※
３
月
19
日
（
日
）
は
シ
ス
テ
ム
停
止
日
の
た
め
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
（
電
子

証
明
書
）
は
取
扱
い
で
き
ま
せ
ん
。

番
号
案
内
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た

　
来
庁
さ
れ
ま
し
た
ら
、
ま
ず
は
申
請
書
等
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
番
号
札
を
取
っ
て
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
順
番

に
番
号
を
お
呼
び
し
、
受
付
し
ま
す
。

　
問
市
民
課
（
☎
６
５

－

６
５
１
１
）

意
見
を
募
集
し
ま
す

廃
車
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

問
税
務
課（
☎
６
５

－
６
５
０
８
）

ご
利
用
く
だ
さ
い

春
の
日
曜
窓
口
３
日
間

問
市
民
課（
☎
６
５

－

６
５
１
１
）

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
研
修
会

問
市
防
犯
自
治
会
・
市
ふ
る
さ
と
交
通
安
全
推
進
協
議
会

〈
市
民
活
躍
課
内
〉（
☎
６
５

－

８
７
１
１
）
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様
々
な
環
境
啓
発
コ
ー
ナ
ー
を
自
由
に
回
り
、
省
エ
ネ
学

習
や
創
エ
ネ
体
験
が
で
き
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽

し
み
な
が
ら
学
べ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。 

【
と
　
き
】
３
月
11
日
（
土
）
９
時
〜
14
時

【
と
こ
ろ
】
神
照
公
民
館
（
神
照
町
）

【
内
　
容
】

環
境
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー

リ
フ
ォ
ー
ム
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
＆
寸
劇

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
講
習
会

楽
し
く
学
べ
る
創
エ
ネ
体
験
ブ
ー
ス

キ
ッ
ズ
工
作
教
室
　

オ
リ
ジ
ナ
ル
エ
コ
バ
ッ
グ
作
り

環
境
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、
お
楽
し
み
抽
選
会
　
な
ど

　
ク
リ
ス
タ
ル
プ
ラ
ザ
、
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
ト
お
よ
び
伊
香

ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
で
ゴ
ミ
の
持
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
時
間
（
各
施
設
と
も
）

　
８
時
30
分
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時
30
分

◆
次
回
の
休
日
持
込
み
受
付
予
定
日

　
４
月
23
日
（
日
）

　
４
月
１
日
か
ら
、
市
内
全
18
の
公
民
館
を
「
市
民
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
」
に
移
行
し
ま
す
。
従
来
の
機
能
を
ベ
ー
ス

に
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
強

め
、
さ
ら
に
幅
広
い
活
動
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
な
ぜ
セ
ン
タ
ー
に
移
行
す
る
の
で
す
か

　
公
民
館
は
主
に
社
会
教
育
・
生
涯
学
習
活
動
の
拠
点
と
し

て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
利
用
に
際
し
て
様
々
な
制
限

が
あ
り
ま
し
た
。

　
施
設
の
運
用
を
見
直
し
、
よ
り
地
域
の
皆
さ
ん
の
想
い
や

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
、
市
民
主
体
の
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
活
動
が
で
き
る
よ
う
セ
ン
タ
ー
に
移
行
し
ま

す
。

●
セ
ン
タ
ー
に
な
っ
て
何
が
変
わ
り
ま
す
か

①
営
利
活
動
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
地
域
資
源
を
活
か
し
、
地
域
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
、
セ
ン
タ
ー
の
設
置
目
的
に
合

致
し
た
範
囲
で
あ
れ
ば
、
営
利
活
動
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

【
例
】
地
元
特
産
品
の
販
売
、
地
域
の
つ
ど
い
の
場
所
と
し

て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
・
サ
ロ
ン
の
開
設
等

※
単
純
な
販
売
行
為
の
み
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

②
施
設
内
で
の
飲
食
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
施
設
で
行
う
会
議
や
事
業
、
イ
ベ
ン
ト
に
伴
う
飲
食
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
飲
食
の
み
を
目
的
と
し
た
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
飲
食
が
で
き
る
部
屋
等
の
条
件
は
、
各
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。

●
セ
ン
タ
ー
の
事
業
・
利
用
方
法
は
？

　
施
設
の
基
本
的
な
機
能
や
利
用
方
法
な
ど
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。
各
種
生
涯
学
習
講
座
、
青
少
年
育
成
事
業
、
子
ど
も
の

体
験
活
動
、
人
権
学
習
会
の
開
催
な
ど
、
こ
れ
ま
で
公
民
館

が
果
た
し
て
き
た
役
割
は
、
セ
ン
タ
ー
が
引
き
継
ぎ
ま
す
。

　
ま
た
、
従
来
の
自
主
講
座
や
サ
ー
ク
ル
活
動
、
会
議
等
は

も
ち
ろ
ん
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
各
種
研
修
や
講
習
会
等
の

会
場
と
し
て
も
施
設
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
利
用
料
金
も
変
更
あ
り
ま
せ
ん
が
、
営
利
目
的
等
に
利
用

す
る
場
合
は
、
料
金
が
倍
額
と
な
り
ま
す
。

●
施
設
の
名
称
は
ど
う
な
り
ま
す
か

　「
〇
〇
公
民
館
」
か
ら
「
〇
〇
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」

に
変
わ
り
ま
す
。

●
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
参
画
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
の
参
加
が
セ
ン

タ
ー
の
活
性
化
、
有
効
活
用
に
つ
な
が
り
ま
す
。「
施
設
を

活
用
し
て
地
域
の
た
め
に
こ
ん
な
こ
と
が
し
て
み
た
い
、
こ

ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
」
な
ど
ア
イ
デ
ア
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
ぜ
ひ
お
近
く
の
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

　
そ
の
他
、
各
施
設
に
お
け
る
詳
細
な
利
用
方
法
は
、
各
セ

ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
施
設
の
連
絡
先
（
電
話
番
号
等
）
は
、
現
在
の
公
民
館
と

同
じ
で
す
。

環
境
に
や
さ
し
い
生
活
フ
ェ
ア
を

開
催
し
ま
す

問
環
境
保
全
課（
☎
６
５

－

６
５
１
３
）

３
月
26
日
（
日
）
は

ゴ
ミ
の
持
込
み
が
可
能
で
す

問
環
境
保
全
課（
☎
６
５

－

６
５
１
３
）

４
月
か
ら
「
公
民
館
」
が
「
市
民
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」
に
変
わ
り
ま
す

問
生
涯
学
習
課（
☎
６
５

－

６
５
５
２
）
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
に
一
役
！

問
市
民
活
躍
課（
☎
６
５

－

８
７
２
２
）

電
気
自
動
車
用
急
速
充
電
器

設
置
の
お
知
ら
せ

問
商
工
振
興
課（
☎
６
５

－
８
７
６
６
）

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
宝
く
じ
の
助
成
を
受
け
て
、
北
町
組
青
海
山
が
、
曳
山

祭
で
着
用
す
る
衣
装
と
シ
ャ
ギ
リ
部
の
法
被
を
新
調
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
助
成
は
、（
一
財
）

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
、
宝

く
じ
の
収
益
を
地
域
に
還
元

す
る
た
め
に
実
施
し
て
い
る

も
の
で
、
今
後
、
さ
ら
に
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
推

進
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
道
の
駅
浅
井
三
姉
妹
の
郷
に
、
電
気
自
動
車
用
急
速
充

電
器
（
50 

kw
・
１
基
）
を
設
置
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。 

【
設
置
場
所
】

　
道
の
駅
浅
井
三
姉
妹
の
郷
駐
車
場
（
内
保
町
）

【
運
用
開
始
日
】

　
３
月
15
日
（
水
）
10
時
〜

【
利
用
条
件
】

　
１
回
30
分
ま
で
（
年
中
無
休
・
24
時
間
利
用
可
能
）

【
利
用
方
法
】

①
充
電
カ
ー
ド
に
よ
る
充
電
の
場
合

　
日
本
充
電
サ
ー
ビ
ス
（
Ｎ
Ｃ
Ｓ
）
が
発
行
す
る
充
電
カ
ー

ド
や
そ
の
提
携
カ
ー
ド
で
充
電
で
き
ま
す
。
利
用
料
金
は

充
電
カ
ー
ド
の
発
行
元
の
プ
ラ
ン
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

②
充
電
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い
場
合

　
充
電
器
に
貼
付
さ
れ
て
い
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
携
帯
電
話

等
で
読
み
取
り
、
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
料
金
を
決
済
す
る
こ
と
で
充
電
で
き
ま
す
。

【
利
用
料
金
】

　
最
初
の
10
分
ま
で
１
８
０
円
、
以
降
１
分
毎
に
18
円
（
税

込
）

※
現
金
に
よ
る
充
電
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
４
月
16
日
（
日
）
ま
で
は
無
料
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。

一
日
年
金
相
談
所
の
開
設

【
日
　
　
程
】
３
月
16
日
（
木
）

【
相
談
時
間
】
10
時
〜
16
時

【
会
　
　
場
】
市
役
所
本
庁
舎
西
館
５
階
　
５

－

Ｄ
会
議
室

【
申
込
方
法
】
平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
に
、
次
の
予
約

専
用
電
話
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
相
談

日
の
１
週
間
前
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

【
予
約
専
用
電
話
】
０
７
４
９

－

２
３

－

５
４
８
９

※
こ
の
電
話
で
は
予
約
以
外
の
ご
用
件
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

問
彦
根
年
金
事
務
所
　
お
客
様
相
談
室

　（
☎
０
７
４
９

－

２
３

－

１
１
１
６
）

ご
存
じ
で
す
か
　
国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

　
年
金
の
加
入
期
間
は
、
20
歳
〜
60
歳
の
40
年
間
で
す
。

　
納
め
忘
れ
な
ど
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
が
40

年
間
に
満
た
な
い
場
合
は
、
65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
国

民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
、
満

額
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
保
険
料
の
納
付

済
期
間
や
保
険
料
の
免
除
期
間
等
が
原
則
と
し
て
25
年
以

上
必
要
（
※
８
月
よ
り
10
年
に
短
縮
さ
れ
ま
す
）
と
な
り

ま
す
が
、
こ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
は
、
70
歳

に
な
る
ま
で
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
昭
和
40

年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
に
限
り
ま
す
）

　
ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る
日
本
国
籍
を
持
つ
人
も
、
国

民
年
金
に
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
彦
根
年
金
事
務
所
　
国
民
年
金
課

　（
☎
０
７
４
９

－

２
３

－

１
１
１
４
）

▲青海山シャギリ部法被
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ながはま 見聞録 Nagahama Hotnews

https://www.facebook.com/nagahama.hotnews

このコーナーは、長浜の見どころ、市民の皆さんの活動の様子やまちで見かけたほっとな話題を紹介します。あなたが知って
いる旬の話題などがあれば、市民広報課（☎65－6504）までお知らせください。
市公式Facebookページでもさらに詳しくみることができます。

「長浜　ほっとにゅーす」 検索

２月６日（月）～９日（木）
地域を救うボランティア活動
　余呉町中河内で、集落の除雪支援「第３回ワークキャンプ余
呉」が実施されました。 長浜北ロータリークラブ、立命館大
学ボランティアサークル、社会福祉協議会職員、一般公募の有
志など約40人が参加。高齢化が進み住民だけでは困難となった
除雪作業を、３泊４日の日程で行いました。最終日には地元住
民との交流会も行われ、ボランティア活動を通じて温かい人の
つながりが生まれました。

２月11日（土）
県民に愛され続け100周年　　
　「琵琶湖周航の歌100周年記念シンポジウム」が長浜バイオ大
学で開かれました。これは、同歌の歌碑建立を目指す「ながは
ま琵琶湖周航の歌100周年事業実行委員会」が行ったもの。同
歌を研究する飯田忠義さんの講演で歌にまつわる様々なエピ
ソードが紹介されたほか、古典落語やコンサートなどで盛り上
がりました。最後は全員で琵琶湖周航の歌を大合唱し、まちぐ
るみで100周年を祝おうと思いを共有しました。

２月11日（土）
子どもの目線で鋭く質問
　市内の小学５、６年生ら25人が集まり、子ども議会が市議
会議場で開催されました。 長浜東ロータリークラブの主催で
実施されたもので、合併後初の取組み。実際の市議会と同様、
市長をはじめ市幹部が子ども議員の質問に答弁しました。議
員たちの鋭い質問の中には、自分たちだけでなく高齢者や乳
幼児のことを考えたものもあり、満員の傍聴席でも大きくう
なずく姿が見られました。

２月11日（土）
きもの姿で「和」を学ぶ
　浜湖月および慶雲館で「長浜きもの早春のつどい」が開催
され、きもの姿の男女約80人が参加しました。
　狂言師茂山逸平氏の講演「日本の和らい」では、能楽の歴
史や、能と狂言の表現方法の違いなどをユーモアを交えて紹
介。その楽しみ方を学びました。その後は、盆梅のライトアッ
プと全国きものデザインコンクールの入賞作品を観賞。幻想
的な雰囲気の盆梅と新しい感覚のきものに感嘆の声が漏れま
した。
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ながはま 見聞録 Nagahama Hotnews

https://www.facebook.com/nagahama.hotnews

このコーナーは、長浜の見どころ、市民の皆さんの活動の様子やまちで見かけたほっとな話題を紹介します。あなたが知って
いる旬の話題などがあれば、市民広報課（☎65－6504）までお知らせください。
市公式Facebookページでもさらに詳しくみることができます。

「長浜　ほっとにゅーす」 検索

1月20日（金）
赤ちゃんに学ぶ「思いやりの心」　
　びわ北小学校で「赤ちゃんの学校訪問授業」が行われ、５、
６年の児童48人、乳幼児10人が参加しました。
　児童が赤ちゃんと触れ合うことで、人を思いやる心や社会性
を育むことを目的に実施されているもので、今回で３校目。お
もちゃであやしたり絵本を読み聞かせながら、次第に赤ちゃん
と心を通わせていきます。児童たちに思いやりの心が芽生え、
育っていくのが実感できる授業となりました。

１月29日（日）
「古民家+芸術」でまちおこし　
　北国街道木之本宿の古民家で、「うだつ劇場」が開かれました。
　古民家を活用しながら、地域の文化芸術活動を盛り上げよう
と開かれているもので、今回が２回目。
　参加者らは、木之本宿の散策を楽しみ、会場となった古民家
で映画「スケッチ・オブ・ミャーク」を鑑賞。この映画の大西
功一監督を迎えてのトークショーのあとは、多彩な湖北の郷土
料理を囲んで交流会を楽しみました。

１月28日（土）
俳句の裾野広がる
　夏井いつきさんの「長浜盆梅展句会ライブ」が開催され、
午前午後の公演で約300人の参加があり、会場は熱気に包ま
れました。夏井さんは、軽妙なトークで参加者の笑いを誘い
ながら、俳句の基礎や作り方について指導。参加者から発表
された句は、どれもその場の情景が浮かぶような力作ばかり
で、夏井先生からも「才能ありますよ」の言葉が出るなど、
大いに盛り上がりました。

１月29日（日）
「長浜のまつり」を研究　
　市内小学４～６年生を対象とした歴史に関する自由研究の
コンクール「長浜城H－１グランプリ」の表彰式と作品発表
会が、臨湖で行われました。
　曳山祭のユネスコ無形文化遺産登録を記念して「わたした
ちのふるさと　長浜のまつり」がテーマ。13作品の応募があ
りました。 
　工夫を凝らした研究内容と、身振り手振りを交えた分かり
やすい発表に、会場から大きな拍手が送られました。
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公
共
交
通
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

問
都
市
計
画
課（
☎
６
５

－

６
５
６
２
）

市政の動き
（１月16日～２月15日）

市役所等で行われた会議について、その内容を概略で
お知らせします。詳しくはホームページまで。

会議名など 内　容

１月17日（火）
長浜市みどりの基本計画検討委員会
担当課:都市計画課（☎65－6541）

長浜市みどりの基本計画の一部見直しについて、現況と改定方
針について市の説明を受け、承認するとともに、計画の見直し案
について意見交換を行いました。

１月17日（火）
第２回長浜市地域経営改革会議
担当課:行政経営改革課 （☎65－6702）

第３次行政改革大綱アクションプランの中間評価、官民パート
ナーシップ実施計画（案）および公共施設等総合管理計画に基づ
く個別施設計画（案）について、事務局から説明を受け、意見交換
を行いました。

１月20日（金）
第３回長浜市社会教育委員会議
担当課:生涯学習課（☎65－6552）

近畿地区社会教育研究大会および各種自主研修について事業報
告を受けました。また、長浜市生涯学習社会づくり基本方針の策
定について事務局から説明を受け、意見交換を行いました。

１月25日（水）
第２回長浜市地域福祉計画検討委員会
担当課:社会福祉課 （☎65－6536）

長浜市地域福祉計画の改定に向けて、アンケート調査結果、グ
ループインタビュー結果、ワーキンググループでの協議等を踏
まえて作成された素案について説明を受け、質疑応答および意
見交換を行いました。

１月26日（木）
第４回長浜市図書館協議会
担当課:長浜図書館 （☎63－2122）

長浜市産業文化交流拠点整備の進捗状況について説明を受け、
意見交換を行いました。また、長浜市図書館基本計画実施プラン
に基づく平成27年度事業の評価書公表に向けて、最終確認を行
いました。

１月30日（月）
第13回長浜市歴史まちづくり協議会
担当課:都市計画課 （☎65－6562）

長浜市歴史的風致維持向上計画の軽微変更の内容と平成28年度
事業の進捗状況について事務局から説明を受け、協議を行いま
した。

２月２日（木）
第５回長浜市指定管理者選定委員会第１委員会
担当課:行政経営改革課 （☎65－6702）

指定管理者候補について審査を行った結果、びわ体育館はNPO
法人P.P.P.滋賀、六荘まちづくりセンターは六荘地区地域づく
り協議会、神照まちづくりセンターは神照地区地域づくり協議
会を候補として適当と判断しました。

２月２日（木）
第２回長浜市産業文化交流拠点整備推進会議
担当課:産業文化交流拠点整備室 （☎65－6907）

長浜市産業文化交流拠点整備事業の土地利用計画および管理運
営方針について事務局から説明を受けました。また、基本設計業
者から各種団体との協議を踏まえた平面構成について説明を受
け、意見交換を行いました。

２月９日（木）
第２回長浜市人権尊重審議会
担当課:人権施策推進課 （☎65－6560）

正副会長を選出後、長浜市人権施策推進基本計画の進捗状況、
「人権・男女職員意識調査」および「性別記載」に関する取組につ
いて事務局から説明を受け、質疑応答および意見交換を行いま
した。

２月10日（金）
第２回長浜市地域公共交通会議
担当課:都市計画課 （☎65－6562）

平成28年度のバス利用促進事業の取組実績やアンケートの実施
結果、平成29年度の地域公共交通網形成計画の策定予定、バリア
フリー車両導入計画等について事務局から説明を受け、意見交
換を行い、承認しました。

２月13日（月）
第２回長浜市男女共同参画を進めるパートナーシップ委員会
担当課:人権施策推進課 （☎65－6560）

長浜市男女共同参画行動計画の改定、平成29年度長浜市女性活
躍推進事業、長浜市パートナーシップ推進協議会（仮称）発足お
よび人権・男女職員意識調査について事務局から説明を受け、質
疑応答および意見交換を行いました。

　
期
間
限
定
の
お
得
な
J
R
き
っ
ぷ

を
紹
介
し
ま
す
。
便
利
で
安
全
な
鉄

道
旅
行
に
出
か
け
ま
せ
ん
か
。

■ 

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・

ジ
ャ
パ
ン
ス
ペ
シ
ャ
ル
き
っ
ぷ

︵
関
西
エ
リ
ア
フ
リ
ー
タ
イ
プ
︶

　
左
図
の
周
遊
区
間
が
１
日
乗
り
放

題
（
普
通
列
車
）
の
切
符
と
U
S
J

入
場
券
（
１
デ
イ
ス
タ
ジ
オ
パ
ス
）、

ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
入
場
確
約
券
が

セ
ッ
ト
で
１
０
，
２
０
０
円
（
子
ど

も
６
，
５
０
０
円
）
で
す
。

︻
発
売
期
間
︼
３
月
30
日
（
木
）
ま
で

※ 

詳
し
く
は
み
ど
り
の
窓
口
、
主
な
旅
行

会
社
ま
た
は
J
R
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。
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長
浜
っ
子

　春
の
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ

〜
創
造
力
を
育
て
る
未
来
塾

　開
幕
〜

問
生
涯
学
習
課（
☎
６
５

－

６
５
５
２
）

長
浜
ユ
ー
ス
文
化
芸
術
祭

N
e
x
T
2
0
1
7
を
開
催
し
ま
す

問
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課（
☎
６
５

－
８
７
８
７
）

長
浜
の
未
来
を
語
る

ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

問
総
合
政
策
課（
☎
６
５

－

６
５
０
５
）

　
創
造
的
で
心
豊
か
な
子
ど
も
た
ち
を
育
む
「
長
浜
っ
子

春
の
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ
〜
創
造
力
を
育
て
る
未
来
塾
〜
」

を
開
催
し
ま
す
。

︻
と

　き
︼
３
月
25
日
（
土
）

︻
と
こ
ろ
︼
リ
ュ
ー
ト
プ
ラ
ザ
（
難
波
町
）

●
午
前
の
部
　 

本
格
的
な
人
形
劇
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を

親
子
で
楽
し
み
ま
す
。

・
人
形
劇
団
ぽ
け
っ
と
の
腹
話
術
・
人
形
劇

・
わ
け
み
ず
え
さ
ん
の
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

︻
時

　間
︼
10
時
30
分
〜
12
時

︻
定

　員
︼
３
０
０
人
（
先
着
順
）

︻
参
加
費
︼
無
料

●
午
後
の
部
　 

子
ど
も
の
体
験
活
動
を
支
え
る
担
い
手
を

育
成
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

・
三
浦
み
ゆ
き
さ
ん
の
人
形
操
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

・
わ
け
み
ず
え
さ
ん
の
名
作
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
解
説
と
実
演

︻
時

　間
︼
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

︻
定

　員
︼
各
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
　
大
人
20
人
（
先
着
順
）

︻
参
加
費
︼
５
０
０
円

※
申
込
み
は
、
３
月
１
日
（
水
）
か
ら
電
話
で
左
記
ま
で
。

問
合
せ
・
申
込
み
先

　
生
涯
学
習
課
〈
西
館
３
階
〉
☎
６
５

－

６
５
５
２

　
長
浜
文
化
芸
術
ユ
ー
ス
会
議
「
は
ま
か
る
N
E
X
T
」
主

催
で
、
市
内
の
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
（
新
校
）
長
浜
北
高

校
、
長
浜
高
校
、
長
浜
北
高
校
の
文
化
芸
術
活
動
の
成
果
を

披
露
す
る
芸
術
祭
を
開
催
し
ま
す
。〝
若
さ
っ
て
何
だ
!?
〞

を
テ
ー
マ
と
し
た
ス
テ
ー
ジ
発
表
や
作
品
展
示
、「
長
浜
も

の
が
た
り
大
賞
」
の
表
彰
式
と
作
品
展
示
を
行
い
ま
す
。

︻
と

　き
︼
３
月
19
日
（
日
）
10
時
〜

︻
と
こ
ろ
︼
長
浜
文
化
芸
術
会
館
（
大
島
町
）

︻
入
場
料
︼
第
２
部
・
第
３
部
の
み
有
料

　
　
　
　 

中
学
生
　
５
０
０
円

　
　
　
　 

高
校
生
以
上
　
１
，
０
０
０
円

︻
内

　容
︼

○
ス
テ
ー
ジ
発
表
　

　
第
１
部
　
高
校
生
発
表
（
吹
奏
楽
部
、E
S
S
部
、演
劇
部
）

　
第
２
部
　 

バ
ン
ド
ラ
イ
ブ
（
J
E
R
R
Y
B
E
A
N
S

　
　
　
　
　
岡
田
兄
弟
、
小
林
未
奈
、
〜
L
e
f
a
〜
）

　
第
３
部
　 

は
ま
か
る
N
E
X
T
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
舞

台
芸
術
作
品
の
発
表

○
展
示
発
表
　

　
・
ガ
ラ
ス
ア
ー
ト
オ
ブ
ジ
ェ
展
示
（
株
式
会
社
黒
壁
協
力
）

　
・ 

高
校
生
（
美
術
部
、ホ
ー
ム
メ
イ
キ
ン
グ
部
、華
道
部
）

等
に
よ
る
作
品
展
示

○
お
絵
か
き
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

○
「
長
浜
も
の
が
た
り
大
賞
」
表
彰
式
、
作
品
展
示

○
マ
ル
シ
ェ

問

長
浜
文
化
芸
術
ユ
ー
ス
会
議
事
務
局

　〈
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
内
〉
☎
６
５

－

８
７
８
７

　
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
指
針
と
な
る
長
浜
市
総
合
計
画
が

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
そ
こ
で
10
年
後
の
「
目
指

す
ま
ち
の
姿
」
や
「
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
」
を
市
民
の
皆

さ
ん
と
共
有
し
、
こ
れ
か
ら
の
長
浜
の
未
来
に
つ
い
て
考

え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

︻
と

　き
︼
３
月
26
日
（
日
）
10
時
〜
12
時

︻
と
こ
ろ
︼
臨
湖
（
港
町
）

︻
内

　容
︼

　
第
１
部
　
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
新
た
に
策
定
し
た
長
浜
市
総
合
計
画
に
つ
い
て

　
第
２
部
　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　 

長
浜
の
各
分
野
の
第
一
線
で
活
躍
中
の
長
浜

人
（
な
が
は
ま
び
と
）
を
パ
ネ
ラ
ー
に
迎
え
、

活
動
の
紹
介
と
意
見
交
換

︻
定

　員
︼
１
６
０
人

︻
参
加
費
︼
無
料

︻
申
込
み
︼ 

電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
で
左
記
ま
で
。

問
合
せ
・
申
込
み
先

　
総
合
政
策
課
〈
西
館
４
階
〉

　
☎
６
５

－

６
５
０
５

　

６
５

－

４
０
０
６

　
*so

u
go
u
@
city.n

agah
am

a.lg.jp
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「
長
浜
盆
梅
展
」と
「
句
会
ラ
イ
ブ
」

　
第
66
回
「
長
浜
盆
梅
展
」
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
長
浜
の
春
を
呼
ぶ
風
物

詩
と
し
て
す
っ
か
り
定
着
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
長
浜
盆
梅
展
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
は
「
日
本
一
。
つ
ま
り
、
世
界

一
。」
で
す
。
昭
和
26
年
に
、
長
浜
の
北

部
に
住
む
高
山
七
蔵
翁
が
約
40
鉢
の
盆

梅
を
長
浜
市
に
寄
贈
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
盆
梅
の
「
大
き
さ
」
と
「
樹
齢
」

が
特
徴
で
、
高
さ
３
メ
ー
ト
ル
の
巨
木

や
樹
齢
４
０
０
年
を
越
え
る
古
木
な
ど
、

見
ご
た
え
は
た
っ
ぷ
り
で
す
。
さ
ら
に

幹
や
枝
ぶ
り
か
ら
伝
わ
る
逞
し
い
「
生

命
力
」。
樹
齢
１
０
０
年
を
越
え
て
生
き

て
き
た
老
木
に
み
な
ぎ
る
力
が
、
観
る

人
に
勇
気
や
元
気
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　
こ
の
盆
梅
展
に
合
わ
せ
、「
句
会
ラ
イ

ブ
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
特
別
ゲ
ス
ト

に
テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
夏
井
い
つ
き

さ
ん
が
登
場
。
夏
井
さ
ん
は
、「
第
８
回

俳
壇
賞
」
を
受
賞
し
た
俳
人
で
す
。
会

場
に
は
初
心
者
か
ら
愛
好
家
ま
で
大
勢

の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
、
夏
井
さ
ん
の
ユ
ー

モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
創
作
に
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
俳
句
は
、
五
・
七
・
五

の
文
字
に
思
い
を
込
め
て
、
句
作
の
楽

し
み
と
深
さ
を
学
ぶ
日
本
の
文
化
と
芸

術
そ
の
も
の
で
す
。

　
こ
の
盆
梅
展
の
会
場
は
、
今
年
で

１
３
０
年
を
迎
え
る
「
慶
雲
館
」
で
す
。

明
治
20
年
の
明
治
天
皇
の
京
都
行
幸
啓

に
際
し
、
長
浜
で
の
休
憩
所
と
し
て
当

時
の
豪
商
浅
見
又
蔵
翁
に
よ
っ
て
建
て

ら
れ
ま
し
た
。
木
材
は
尾
張
産
の
檜
で
、

大
屋
根
は
寄
棟
造
り
。
当
時
の
総
理
大

臣
伊
藤
博
文
が
「
慶
雲
館
」
と
命
名
し

た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
庭
園
は
、
明

治
45
年
に
行
幸
啓
25
周
年
を
記
念
し
て
、

小
川
治
兵
衛
が
手
が
け
ま
し
た
。

　
広
大
な
池
泉
回
遊
式
庭
園
は
平
成
18

年
に
国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
長
浜
盆
梅
展
は
、
今
月
12
日
ま
で
開

催
で
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

痛
い
け
ど
、

　

ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

　
寒
さ
も
緩
ん
で
き
ま
し
た
が
、
い
か

が
お
過
ご
し
で
す
か
。
冬
の
あ
い
だ
に

家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
り
、
つ
い

つ
い
運
動
不
足
に
な
っ
て
は
い
ま
せ
ん

か
。

　
整
形
外
科
を
受
診
す
る
人
の
大
半
は
、

何
ら
か
の
痛
み
を
抱
え
て
相
談
に
来
ら

れ
ま
す
。
ま
ず
は
ど
ん
な
特
徴
の
痛
み

で
あ
る
の
か
、
じ
っ
く
り
お
話
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
、次
に
検
査
に
移
り
ま
す
。

　
レ
ン
ト
ゲ
ン
、
エ
コ
ー
な
ど
の
簡
便

な
検
査
か
ら
、
必
要
が
あ
れ
ば
Ｃ
Ｔ
や

Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
を
用
い
、
痛
み
の
原
因
を

画
像
で
判
断
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら

に
診
察
で
一
人
ひ
と
り
の
痛
み
の
正
体

を
解
き
ほ
ぐ
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
人

の
仕
事
や
生
活
ス
タ
イ
ル
の
中
で
、
ど

ん
な
原
因
で
痛
み
が
生
じ
て
い
る
の
か
、

い
く
つ
か
の
可
能
性
を
探
っ
た
う
え
で
、

い
よ
い
よ
そ
の
対
策
を
練
っ
て
い
き
ま

す
。

　
治
療
に
は
投
薬
や
注
射
な
ど
も
あ
り

ま
す
が
、
生
活
習
慣
に
問
題
が
あ
れ
ば
、

ま
ず
は
そ
の
改
善
を
図
る
こ
と
が
最
優

先
と
考
え
ま
す
。
姿
勢
や
歩
き
方
の
癖

が
あ
れ
ば
そ
れ
を
直
し
、
運
動
不
足
か

ら
く
る
血
流
障
害
が
疑
わ
れ
れ
ば
、
自

宅
で
定
期
的
に
行
う
簡
単
な
ス
ト
レ
ッ

チ
体
操
を
指
導
し
ま
す
。

　
当
院
は
山
間
部
か
ら
通
院
し
て
い

る
人
も
多
く
、
頻
繁
に
病
院
に
通
う
こ

と
よ
り
も
自
宅
で
で
き
る
リ
ハ
ビ
リ
メ

ニ
ュ
ー
を
積
極
的
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

　
骨
密
度
の
低
下
を
心
配
し
て
い
る
人

も
多
い
と
思
い
ま
す
。
周
り
か
ら
勧
め

ら
れ
る
健
康
食
品
や
高
価
な
治
療
器
具

に
安
易
に
手
を
出
す
よ
り
も
、
ま
ず
は

病
院
で
検
査
を
し
た
う
え
で
必
要
な
治

療
方
針
を
決
定
す
る
ほ
う
が
賢
い
選
択

か
と
思
い
ま
す
。
治
療
薬
の
種
類
も
増

え
て
き
て
お
り
、
内
服
か
注
射
か
方
法

を
選
べ
ま
す
し
、
月
一
回
や
半
年
に
一

回
な
ど
回
数
も
選
べ
る
時
代
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
痛
み
が
あ
り
な
が
ら
諦
め
て
い
る
人
、

ま
だ
病
院
で
の
検
査
を
受
け
て
い
な
い

人
は
、
一
度
ご
自
分
を
鏡
で
見
つ
め
直

し
て
み
る
つ
も
り
で
受
診
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
模
型
や
画
像
を
使
っ
て
、
高
齢
者
に

も
分
か
り
や
す
い
説
明
を
心
が
け
て
お

り
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
ご
来
院
く
だ
さ
い
。

このコーナーでは、病院施設や事業のほか、生活に役立つ
“健康豆知識”などを紹介します。

問

湖
北
病
院
事
務
局
管
理
課

　 （
☎
８
２

－

３
３
１
５〈
代
表
〉）

▲長浜盆梅展で夏井いつきさんと
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※至誠通天
　誠を尽くせば天が
　味方してくれること

 
 

市長
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湖北病院整形外科
部長 朝倉　透
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記事広告

H29前期

長浜サンパレス

春です。「なにかを学びたい・始めたい」そんなあなたを応援します!!
文化教養講座受講生募集！

【申込期間】３月12日(日)～　初日は８：３０受付開始　定員になり次第受付終了となります。

【申込方法】  サンパレスにある申込用紙に必要事項を記入して、お申し込みください。（電話、

ＦＡＸでの申込みは受付できません）

【そ の 他】受講料は開講初日に納めてください。　※受講料には教材費が含まれます(一部講座を除く)。

【対　　象】 18歳以上の男女（一部講座を除く） 開講期間は４月～９月の半年間(一部講座を除く）
★は新規講座

講座名 開講日時 回数 受講料 定員

文

　化

　・
　教

　養

押し花教室 月 9時30分～
12時 6 7,000円 10

絵手紙･スケッチ
教室 火 13時30分～

14時30分 12 18,000円 12

書 道・ペン習字
(火) 火 13時30分～

15時30分 18 15,400円 25

書 道・ペン習字
(水) 水 18時30分～

20時30分 18 15,400円 25

着物着付け 水 19時～21時 12 12,300円 10

色鉛筆画（入門） 金 18時30分～
20時30分 12 12,300円 18

腹話術教室（初級） 土 9時30分～
11時 13 18,000円 10

洋画（入門） 土 18時30分～
20時30分 12 12,300円 18

★ポーセラーツ 日 14時
～15時30分 6 8,000円 10

語
学

中国語
(継続・経験者) 土 13時30分～

15時 18 18,500円 12

料

　
　理

くまっちの
料理教室 火 18時30分～

20時30分 6 12,300円 15

食育家庭料理 土 9時30分～
12時 6 12,300円 15

健

　康

　・
　ス

　ポ

　ー

　ツ

ピラティス(月) 月 10時～
11時20分 18 11,300円 20

ヨガ（月） 月 19時15分～
20時35分 18 11,300円 20

棒体操 火 10時～
11時20分 18 11,300円 20

健康エクササイズ 火 13時～14時 18 11,300円 20

ヨガ (火) 火 19時～
20時20分 18 11,300円 20

ZUMBAゴールド 火 18時55分～
19時55分 18 11,300円 20

ZUMBA 火 20時10分～
21時10分 18 11,300円 20

講座名 開講日時 回数 受講料 定員

健

　康

　・
　ス

　ポ

　ー

　ツ

リンパマッサージ
＆スキンケア 火 19時30分～

21時 6 10,300円 12

歪み改善
ダイエット 水 19時～

20時20分 15 15,400円 15

ディスコワールド 木 13時15分～
14時15分 18 11,300円 20

ヨガ（木） 木 13時30分～
14時50分 18 11,300円 20

★ウォーキングと
ノルディックウォーク 木 18時45分～

20時 18 11,300円 15

ピラティス(金） 金 13時～
14時20分 18 11,300円 20

ヨガ（金） 金 19時～
20時20分 18 11,300円 20

ヨガ（土/初心者） 土 9時30分～
10時50分 18 11,300円 20

ヨガ(土/継続・
経験者) 土 11時～

12時20分 18 11,300円 20

歪み改善
ダイエット 土 10時30分～

11時50分 15 15,400円 20

はじめてのヨガ 土 13時30分～
14時50分 12 7,600円 20

パワーヨガ入門
(土） 土 19時～

20時20分 18 11,300円 20

ＺＵＭＢＡ(土） 土 19時～20時 18 11,300円 20

キ

　ッ

　ズ

★ベビーヨガ 水 11時～12時 12 9,600円 10組

親子リトミック
火曜(わくわく) 火 10時～

10時45分 12 9,500円 10組

親子リトミック
火曜(きらきら) 火 11時～

11時45分 12 9,500円 10組

親子リトミック
水曜(わくわく) 水 10時～

10時45分 12 9,500円 10組

親子リトミック
水曜(きらきら) 水 11時～

11時45分 12 9,500円 10組

※各料理講座の開講日は重複しません。
※語学・押し花・絵手紙･ポーセラーツは教材費別途必要です。
※キッズ英会話については継続講座のため募集はありませんが習熟度な
ど合致すれば受講できるクラスもあります。興味のある方はお気軽に
お問い合わせください。

※親子リトミック（わくわく）の対象は４月2日現在で１歳児と保護者です。
※親子リトミック（きらきら）の対象は４月2日現在で２歳児、３歳児と保護者です。　
※ベビーヨガの対象は４月2日現在で０歳児～２歳児と保護者です。　

下記サークル会員も同時募集します!!

問・申　長浜サンパレス(☎６４－１４４４)＜受付時間／平日・土：９時～21時　日(第２・第４)・祝日：９時～17時＞

●陶芸(火10時～15時)
●油絵(水9時～13時)
●自彊術（水13時45分～15時15分）

●風（ファン）太極拳クラブ（水19時30分～21時）
●韓国語（木10時30分～12時）
●琴・三味線(木19時～21時)

●茶道（遠州流）（金12時～17時）
●華道（池坊）（金17時30分～20時）

※講座・サークルの詳細は、サンパレスなどに置いてあるチラシまたは電話で下記まで問い合せください。
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シリーズ○ 

※平成28年４月１日現在

市内には、国や県、市が指定した文化財が
キラ星のごとく光り輝いています。このコ
ーナーでは、451件※ある文化財の中から
代表的なものをシリーズで紹介します。

71

長浜市指定文化財　天然記念物

問

浅
井
歴
史
民
俗
資
料
館

　 

（
☎
７
４

－

０
１
０
１
）

　柊
ひいらぎ

　一株　　 日吉神社（瓜生町）

　
瓜
生
町
の
日
吉
神
社
内
に
あ
る
古
木
の
柊

は
、
樹
齢
１
３
０
０
年
と
も
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
幹
回
り
は
、
約
２
m
。
地
上
約
３
m
の

と
こ
ろ
で
主
幹
が
２
本
に
分
岐
し
、
そ
の
先

が
さ
ら
に
10
本
ほ
ど
に
枝
分
か
れ
し
て
、
四

方
へ
均
等
に
径
４
m
ほ
ど
伸
び
て
い
ま
す
。

　
永
禄
４
年
（
１
５
６
１
）
の
火
災
に
遭
っ

た
と
伝
え
ら
れ
、
そ
の
際
に
幹
の
半
分
を
焼

失
し
た
と
い
い
ま
す
。
現
在
は
樹
幹
の
半
分

だ
け
で
生
き
残
っ
て
い
る
も
の
で
、
樹
木
医

に
よ
っ
て
樹
脂
を
詰
め
て
保
護
さ
れ
て
い
ま

す
。
昭
和
54
年
（
１
９
７
９
）
５
月
１
日
、

極
め
て
珍
し
い
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
旧
浅

井
町
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
県
内
に
は
、
日
野
町
、
甲
良
町
、

高
島
市
に
古
木
の
柊
が
確
認
さ
れ
て
い
る
だ

け
で
、
数
は
少
な
く
、
植
物
学
上
も
貴
重
な

も
の
で
す
。

　
柊
は
、
モ
ク
セ
イ
科
の
常
緑
高
木
で
、
葉

の
縁
の
鋭
い
棘
と
げ
じ
ょ
う

状
の
の
こ
ぎ
り
歯
に
特
徴
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
の
こ
ぎ
り
歯
に
ふ
れ
る
と

「
疼
ひ
ひ
ら

ぐ
」
た
め
に
、「
ひ
い
ら
ぎ
」
と
名
づ
け

ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
古
来

よ
り
柊
の
棘
は
魔
除
け
に
な
る
と
信
じ
ら

れ
、
節
分
に
鰯
い
わ
し
の
頭
を
柊
の
小
枝
に
刺
し
て

戸
口
に
掲
げ
る
風
習
も
県
内
各
地
に
残
っ
て

い
ま
す
。
古
木
に
な
る
と
、
の
こ
ぎ
り
歯
が

現
れ
な
く
な
り
、
葉
が
丸
く
な
る
性
質
が
あ

り
、
瓜
生
町
の
柊
も
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

　
日
吉
神
社
は
、
社
伝
に
よ
る
と
天
智
天
皇

10
年
（
６
７
１
）
右
大
臣
中な
か

臣と
み

金か
ね
の
む
ら
じ
連
の
草

創
と
伝
え
、
そ
の
後
、
浅
井
氏
の
崇
敬
を
受

け
ま
し
た
が
小
谷
城
落
城
の
と
き
に
焼
失

し
、
慶
長
元
年
（
一
五
九
六
）
に
再
建
し
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
神
社
境
内
に
あ
る
宝
物
庫
に
は
、

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
木
造
薬
師
如
来

坐
像
（
珀は
く

清し
ょ
う
じ寺

所
有
）
が
安
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
像
は
平
安
時
代
中
期
10
世
紀
頃
の

作
と
考
え
ら
れ
、
像
高
１
５
５
㎝
の
堂
々
と

し
た
風
格
の
あ
る
半
は
ん
じ
ょ
う
ろ
く

丈
六
の
坐
像
で
す
。
薬

師
如
来
は
、
地
域
を
代
表
す
る
信
仰
遺
産
と

し
て
、現
在
も
地
元
の
「
薬
師
如
来
保
存
会
」

の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
手
厚
く
護ご

持じ

さ
れ
て
い

ま
す
。

▲日吉神社の柊

▲樹脂で保護された樹幹

▲のこぎり歯がなくなった葉
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◆大人の英会話・韓国語市民講座
基本的な挨拶から買い物や道案内など、
外国人講師と楽しく学習します。
【と　き】  ４月18日、25日、５月９日、

16日、23日、30日、６月６日、
６月13日

　　　　 韓国語　18時～19時
　　　　 英会話　19時30分～20時30分
【ところ】臨湖（港町）
【参加費】各5,000円（全８回）
※別途教材費2,000円をいただきます。
【定　員】各15人（先着順）
【申込み】電話で下記まで。
問・申国際文化交流協会
（☎０７２５－２２－０１６８）

◆家庭料理教室
手軽に家庭料理を学びませんか。
今晩にも間に合うレシピで楽しいひと
ときを過ごしましょう。
【と　き】４月～平成30年３月　
　　　　 毎月第３金曜日９時30分～13時
【ところ】市民交流センター（地福寺町）
【参加費】15,000円（12回分）　
※初回に集金します。
【対　象】市内在住の人
【定　員】20人
【申込み】  ３月25日（土）までに電話で下

記まで。
問・申栄養ケアステーションいぶき
　　 中澤（☎０９０－１４４８－８７５０）

相　　談
◆相続・年金合同相談会
税理士、社会保険労務士、司法書士が
相談対応します。
【と　き・ところ】
３月18日（土）　９時30分～14時30分
　公立木之本公民館（木之本町木之本）
３月20日（月）　９時30分～14時30分
　長浜サンパレス（八幡中山町）
※参加無料・申込不要
問合同相談会グループ
　（☎７８－２０９６）

３月の長浜市民献血デーに
ご協力ください

【受付時間】10時～12時、13時～15時30分
★400mL全血献血をお願いします。
※ 詳しくは滋賀県赤十字血液センター
ホームページまで。

　（http://shiga.bc.jrc.or.jp/）

３月11日（土）　西友長浜楽市店駐車場

広報ながはま　2017年３月 18

不用品交換情報（２月10日現在）

◆ください（無料）
○囲碁セット○将棋セット○臼と杵○こた
つ布団○洗濯機（全自動・二槽式）○小型冷
蔵庫○食卓テーブルとイス○二槽式洗濯機
○ラミネーター○ミニコンポ○全自動洗濯
機○ベビーラック○冷蔵庫（大きめ）○ホッ
トカーペット○子ども用自転車（男の子用）
○石油ファンヒーター

◆あげます（無料）
○電子ピアノ○学習机○折りたたみパイプ
ベッド○おまる○木製ベッド

※現物は保管していません。
※ 市は取次ぎのみで、利用者双方の
話合いで決定していただきます。

問環境保全課（☎６５－６５１３）

３月の税・料
国民健康保険料 10期
介護保険料 10期
後期高齢者医療保険料 ９期

長浜米原休日急患診療所
３・４月の診療日のお知らせ

【診療日】　 ３月５日、12日、19日、20日、
26日

　　　 　 ４月２日、９日、16日、23日、
29日、30日

【診療時間】　  ９時～18時
【診療科】　 内科・小児科
【受付時間】　  ８時30分～11時30分
　　　 　 12時30分～17時30分
【場　所】　 宮司町1181－2
　　　 　 湖北医療サポートセンター
　　　 　 「メディサポ」内
【電話番号】　 ６５―１５２５
※ 電話は、おかけ間違いのないように
ご注意ください。

※ 受診時は健康保険証・お薬手帳・母子健
康手帳（乳幼児の場合）をお忘れなく。

※ 診療日は日曜・祝日・年末年始（12月
30日～１月３日）です。

問健康推進課（☎６５－７７７９）

【長浜地域】３月23日（木） 18時～20時
市民交流センター（地福寺町）

【浅井地域】３月24日（金） 18時～20時
湯田公民館（内保町）

【びわ地域】３月24日（金） 19時30分～21時
びわ公民館（難波町）

【虎姫地域】３月24日（金） 18時～20時
虎姫公民館（田町）

【湖北地域】３月16日（木） 18時～20時
湖北公民館（湖北町速水）

【高月地域】３月８日（水） 13時～15時
高月支所（高月町渡岸寺）

【木之本地域】 ３月16日（木） 15時～17時
公立木之本公民館（北部振興局内）

【余呉地域】３月25日（土） 10時～12時
山村開発センター（余呉町中之郷）

【西浅井地域】 ３月15日（水） 13時～15時
西浅井公民館（西浅井支所内）

問社会福祉課（☎６５－６５３６）
　 市ホームページ「結婚支援」
で検索またはＱＲコード

※ いずれの会場も提供できる
情報は同じです。

※ 登録の有効期限は３年です。再登録
を希望する人は、各会場で申請をお
願いします。

結婚相談

女性の悩み相談（要予約）
【と　き】　３月25日（土）　12時～16時
　　　　 ４月６日（木）　10時～14時
【ところ】　 市民交流センター相談室
【相談員】　 下地久美子さん（臨床心理士）
【料　金】　 無料
※託児あり（要予約）、秘密厳守
申平日：人権施策推進課
　（☎６５－６５５６専用ダイヤル）
　土日：市民交流センター
　（☎６５－３３６６）

有料広告欄

情報ひろば 市民の皆さんのサークル・団体が行う催しを掲載します。
掲載希望の人は、掲載希望号の１か月前までに市民広報課（☎６５－６５０４）までご連絡ください。

弁護士法人

おうみ法律事務所

〒526-0031　長浜市八幡東町225
代表弁護士  竹内  寛 （滋賀弁護士会所属）
HP : http://www.ohmi.lawyers-office.jp

南彦根教室南彦根駅西口から徒歩15分

〒522-0041彦根市平田町９２４
ヴィラロンシャン１０１
minamihikone@at-school.jp

3月開講！生徒募集中
☎ 0749-30-9905

3/12( 日 )13時～ 教室説明会開催

進路相談 /個別指導 /発達支援 /障害児支援

お知らせ
◆災害警備訓練
災害時を想定した本格的な災害警備訓
練等を間近で見よう。
【と　き】３月10日（金） 11時30分～13時
【ところ】長浜楽市（八幡東町）
【内　容】  災害救助訓練、信号機の復旧

訓練、警察車両の展示、災害
派遣状況のパネル展示

問長浜警察署（☎６２－０１１０）

◆水草たい肥の無料配布
琵琶湖の水草をたい肥化し、無料配布
します。
【と　き】３月12日（日）　９時～13時
【ところ】奥びわスポーツの森北側
　　　　 （早崎町）
問（公財）淡海環境保全財団

　 （☎０７７－５６９－５３０１）
  県琵琶湖政策課（☎０７７－５２８－３４６３）

催　　し
◆きゃんせ土曜市
【と　き】３月11日（土）　11時～13時
【ところ】長浜地方卸売市場（田村町）
【内　容】  いちごの特売セール、お菓子

が当たるお楽しみゲーム（先
着順、なくなり次第終了）、
うどん・そば・いなり寿司・
おにぎりコーナー

問長浜地方卸売市場（☎６３－４０００）

◆成年後見受任者情報交換会
後見活動が行いやすくなる情報交換や、
後見人同士の交流を行います。
【と　き】３月16日（木）　14時～16時
【ところ】市役所本庁舎西館３階
　　　　 ３－Bコミュニティルーム
【内　容】
●情報交換会「後見事務報告の実際」
　情報提供者:司法書士　菅原 信道 氏
●意見交換会

【定　員】20人（先着順）
【対　象】  成年後見受任者（第三者後見

人、親族後見人）
【申込み】  ３月10日（金）までに電話で下

記まで。
問・申成年後見・権利擁護センター

　　 木之本センター（☎８２－５４１９）

◆第24回伊香高校文化部合同発表会
美術、茶華道、吹奏楽、ホームメイキ
ング、科学など各クラブが日頃の活動
の成果を発表します。
【と　き】３月18日（土）　10時～15時
【ところ】  きのもと交遊館（木之本町木之本）
【入場料】無料
問伊香高校（☎８２－４１４１）
◆国際ソロプチミスト長浜
　第14回チャリティーバザー
会員持ち寄りの品を格安で販売します。
【と　き】３月23日（木）　10時～15時
【ところ】長浜ロイヤルホテル（大島町）
【入場料】500円（飲み物付）
問堀江 節子（☎５５－００５４）

◆洋らん展
「はまらん会」会員が丹精こめて育てた
洋らんを、ぜひご覧ください。
【と　き】３月24日（金）～26日（日）
　　　　 10時～17時（最終日は16時まで）
【ところ】まち家横町（元浜町）
問はまらん会　辻（☎６３－７８２２）

◆ながはま見守り活動フォーラム2017
【と　き】３月25日（土）　10時～12時
【ところ】湖北文化ホール（湖北町速水）
【内　容】
● 基調講演「孤立を防ぐ地域のつながり方
　～孤立死・孤独死から考える地域づくり～」
　講師:愛知県立大学教育福祉学部准教授
　　　 松宮 朝 氏
● 活動発表
①一の宮自治会　吉村 三津子 氏
②井口自治会　　岡島 義孝 氏
【参加費】無料
【対　象】  地域福祉活動・見守り活動に

関心のある人

【申込み】電話で下記まで。
問・申長浜市社会福祉協議会 地域福祉課

　　（☎６２－１８０４）

◆英語で話そうお花見パーティー
　“OHANAMI party in English!”
お花見でゲームや食事をしながら楽し
く交流しよう。
【と　き】４月９日（日）　11時～13時
【ところ】豊公園（公園町）
※ 雨天時は多文化共生・国際交流ハウ
スGEOで交流会になります。

【参加費】1,000円（小学生は500円）
※軽食付き
【定　員】20人（先着順）
【申込み】  ３月31日（金）までに電話で下

記まで。
問・申多文化共生・国際交流ハウスGEO 

　　（☎６３－４４００）

講座・教室
◆魚のさばき方教室
鯛など２品をさばきます
【と　き】３月22日（水）　14時～16時
【ところ】近江公民館（米原市顔戸）
【定　員】10人（定員を超えた場合抽選）
※初めての人優先
【参加費】  1,000円（当日払い。材料費・

保険料含む） 
【持ち物】  エプロン、三角巾、出刃包丁、

刺身包丁、まな板、タッパー、
ふきん数枚

【対　象】長浜市または米原市在住の人
【申込み】  ３月１日（水）～10日（金）17時

までに電話で下記まで。また
はメールで下記まで。

※８日（水）・日曜日休み
問・申長浜地方卸売市場

　　（☎６３－４０００）

　　 *nagasijo@mx.bw.dream.jp
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まちの
人口

平成29年２月１日現在 人口 120,025人　　男 58,693人　　女 61,332人　　世帯数 44,962世帯

平成29年１月中の異動 転入 194人　　転出 212人　　出生 80人　　死亡 158人　　婚姻 33件

このコーナーでは、市内在住のお子さんたちの写真を掲載します。
笑顔と元気あふれるお子さんたちの写真を募集しています。
掲載を希望する人は市民広報課（☎６５－６５０４）まで申込みください。

「広報ながはま」は、各自治会を通じてお届けすることを原則としていますが、市民交流
センターや図書館、公民館など市の公共施設にも置いています。市ホームページ、スマホ
からもご覧いただけます。点字広報、声の広報をご希望の人は市民広報課まで。
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撮影場所 :中山さん宅

こすもす畑余呉代表

中山　洋子さん（余呉町中之郷）

今年の１月にお姉ちゃんになりました。

妹の梓颯と一緒に、元気にすくすく育ってね。

やりとりや出来ることが沢山増えまし

た。笑顔を見ると頑張れます。これか

らも一緒に成長していこうね。
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　「田舎には、都会にはない魅力がたくさ
んあります。これを広く伝えたい」。エネ
ルギッシュにそう話すのは、手作り料理
を地域のイベントなどで提供する「こす
もす畑余呉」の代表を務める中山さん。
ペレットストーブの温もりがやさしく包み
込んでくれる自宅は、自然豊かな余呉町
中之郷にあり、自宅裏の畑では、白菜、
大根、人参、玉ねぎ、エンドウなどを義
姉に習い栽培しています。
　中山さんは富山県出身。名古屋で教師
生活を送り、定年を機に夫の地元余呉へ。
移住してすぐは、こんな田舎で生活でき
るのだろうかと不安に駆られたそうです
が、持ち前の明るさと積極性ですぐに仲
間ができたそう。仲間から「余呉には山

野、川、湖など自然という宝があること
を教えられた」と話す中山さん。元々絵
や手芸など多趣味ですが「趣味では社会
とつながれない。余呉に来て社会と結び
付き、過疎化が進むこの地域のために何
かしたい」と強い志を抱くように。そして
移住４年目に同じ気持ちを抱く地域の仲
間とこすもす畑余呉を結成しました。
　活動は、おにぎりや豚汁、桜餅、ジビ
エ料理に山菜の煮付けなど、地元食材を
利用した多彩な料理でイベント等の来訪
者をもてなすこと。桜餅の色付けに地元
のキビの殻を使うなど、地元食材にこだ
わるのは、豊かな自然の恵みといった余
呉の魅力や自然の大切さを伝えることで、
地域を元気にしたいとの思いからです。

　こすもす畑余呉には現在50～ 80代の
23人が在籍。中山さんはメンバーをコー
ディネートする調整役を務めます。 「メン
バーは個性豊かな面々で、チームでの役
割や料理の味付けも皆違う。それが魅力
的で、学びがある」と笑顔で語ります。
活動を通して、自然とともにここに住む人
が一番の宝だと気付かされたそうです。
　中山さんの今後の目標は、若い人へ活
動の輪を広げること。「次の世代の方々と
つながり、活力に満ちた余呉を作ってい
きたい」と語ります。
　自然の恵みに生かされていることに感
謝する。そんな当たり前の生き方を想起
させる活動が、これからも余呉の魅力を
発信し、地域を元気にします。

植物油インキで印刷しています。再生紙を使用しています。

自然の恵みで地域を元気に
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